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「中小企業対策に関する新政権への要望」骨子 
 １、事業の確保を最優先とした「景気対策」の実施 

    金融、税制、財政をはじめ総合的な「景気対策」を。新産業の創出、新規需要を開拓する「経

済成長戦略」の確実な推進により、中小企業の景況を一刻も早く回復を。 

２、格差是正等を実現する中小企業予算の大幅増額 

   ものづくり中小企業の試作開発・販路開拓・人材養成、のための支援策を。 

 ３、組織化政策の抜本的強化、組合制度の充実 

 ４、中小企業団体中央会支援機能の強化 

 ５、中小企業の実態に十分配慮した「雇用対策」の推進 

    中小企業の実態を無視した製造業派遣の禁止には反対。最低賃金については、中小企業の経

営環境、雇用情勢、支払い能力の観点に配慮を。全国健康保険協会の国庫補助率の引き上げを。

 ６、中小企業金融・税制の充実 

    「中小企業者金融円滑化法」の早期成立を。信用保証制度の拡充を。法人税率の引き下げを。

中小企業設備投資促進税制の延長等々。 

 ７、下請取引適正化の抜本的強化 

 ８、「環境と経済の両立」を可能とする地球温暖化対策の推進 

    ＣＯ2 排出量削減について、中小企業に与える影響と十分に踏まえて推進を。地球温暖化対

策を新産業・新技術育成の好機と捉え、積極的に展開を。 

 ９、中小企業の官公需受注機会の増大 

１０、社会インフラである生活幹線道路の整備 

    生活幹線道路とそのネットワークが持つ地域社会の生活上の視点の重視と道路整備の推進。

    高速道路無料化の実施に当たっては、さまざまな問題点に十分な配慮を。 

去る１月２５日、東京日比谷松本楼において平成２２年「新春セミナー」ならびに「賀詞交歓会」

が開催された。セミナーでは「新政権下での中小企業対策は」と題して全国中小企業団体中央会の及

川勝政策推進部長が講演。続く賀詞交歓会には経済産業省の担当課長補佐、日本酒造組合中央会の副

会長はじめ関係団体の代表などのご来賓を含め２８名がつどい「経済の先行きに不安はあるが、不景

気こそチャンス」との思いでこの一年を頑張ろうと力強い意思を新たにした。 

第第１１部部  新新春春セセミミナナーー 

 

講師：全国中小企業団体中央会 
    政策推進部長 及川勝氏

 ≪講演の要旨≫ 
日本経済の原動力である中小企業は、昨年秋以降の景気の急

速な悪化により極めて厳しい経営状況に追い込まれている。 
 急激な景気後退の影響が地域経済を直撃し、地域間の格差拡
大がますます懸念される状況になっている。 
 中小企業が活力を取り戻し、世界的な経済危機からいち早く
脱却するためには、我が国産業の礎を支える中小企業に光を当
てた大胆な政策が今こそ求められる。 
 このため、全国中小企業団体中央会は、下記に掲げた１０項
目を最優先に実現するよう、去る昨年１１月に新政府に対して
要望した。この要望に対し成果が出ている。 



 開会冒頭、挨拶に立った藤原理事長は、一昨年のリーマンショック以降、経済の不安

要因が残る中、昨年、日本では歴史的な政権交代が行われた。景気は上向いてきている

という報道もあるが、われわれはまだまだ実感がない。経済の先行きに対する不安はあ

るが、一方で、これはチャンスでもあると思う。『景気が悪い』と言っても仕方がない。

こういう時こそ、攻めの経営で勝負していきたい」と話しました。 
 来賓挨拶では、経済産業省産業機械課の木下課長補佐が「中小企業支援策については

力を入れていくので、大いに活用してください」と話しました。また、日本酒造組合中

央会の淺見副会長は、「厳しい環境にあるが、元気を失ってはいけない。食の産業は成熟

産業で平和産業。しっかりとやっていれば前途はある。ピンチはチャンス。苦しいとき

ほど原点に返った取り組みが必要で、酒造業界とともに力を合わせて今年 1 年、がんば

っていこう」と挨拶しました。 

 開宴の冒頭、挨拶に立った藤原理事長は「一昨年のリーマンショック以降経済の不安

要因が残る中、昨年日本では歴史的な政権交代が行われた。景気は上向いてきていると

いう報道もあるが、われわれはまだまだ実感がない。経済の先行きに対する不安はある

が、一方でこれはチャンスでもあると思う。『景気が悪い』と言っても仕方がない。

こういう時こそ、攻めの経営で勝負していきたい」と話した。 
 来賓挨拶では、経済産業省産業機械課の木下課長補佐より「中小企業支援策について

は力を入れていくので、大いに活用してください」との言葉をいただいた。また、日本

酒造組合中央会の淺見副会長は「厳しい環境にあるが、元気を失ってはいけない。食の

産業は成熟産業で平和産業。しっかりとやっていれば前途はある。ピンチはチャンス。

苦しいときほど原点に返った取り組みが必要で、酒造業界とともに力を合わせて今年 1
年、がんばっていこう」と話された。 
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関東醸造用品組合 北村理事長 
 不況を乗り切ろう！ （乾杯挨拶） 

当組合 喜多副理事長 中締め 
「日本酒で高らかに乾杯三唱」！！！
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ご来賓の方々 
  

 
懇談。話が弾み交流が！
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食品産業新聞にみる「醸造機械業界動向」／ 
（酒類産業新聞アンケート）２１酒造年度「日本酒生産計画」 
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ユ ー ザ ー 業 界 情 報  （ 業 界 新 聞 に 見 る ）  

今号の一言 
『2 種類の人がいます。「行動を起こすタイプ」「チャンスを見逃してしまうタイプ」・・ 
・・・あなたはどっち？』 

by ドナルド・トランプ（アメリカの不動産王） 
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